
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 145号  令和 4年 8月 1日                  編集・発行 矢沢地域振興会 

〒025-0016 花巻市高木 19-24-14 矢沢振興センター内 電話・FAX ２９－５４８０ 

ニュースポーツ「ラダーゲッター」に楽しむ！ 

＝ 明老大学 7月講座開催 = 

 7 月 20日、花巻市社会福祉協議会の担当者によ

る「福祉レクリエーション教室」が開かれました。 

 29 名の参加者の皆さんは、はじめグループに分

かれて、自己紹介などでコミュニケーションを取

り、続いてニュー 

スポーツ「ラダー 

ゲッター」に挑戦、 

組対抗で楽しみまし 

た。この模様は、地 

元在住のNHKカメ 

ラマン滝沢信義さん 

が取材していました。 

 

 

【 令和 4年度矢沢地域振興会 交付金事業を承認 】 
 前号で紹介のとおり矢沢地域振興会は、6 月 28 日に役員会を開催し、交付金事業の執行につ

いて協議を行いました。 

役員会に先立ち 6月 8日に、交付金事業査定委員会で各種団体や各行政区から要望のあった事

業について、現地調査を含めて査定をおこない、役員会に提案・承認されました。 

申請は事業数 62 件、総額 11,728,000 円。査定の結果、今年度取り組む事業数 56 件、総額

8,551,000円となりました。なお、今年度の事業予算額は 908万円となっており、予算に対し査

定率は約 95％。今後事業の推移をみて予算の適正な執行に努めたいと考えています。 

◎ 承認された事業内訳（金額は見込み） 

・矢沢地域振興会（9事業（生涯学習・高齢者対策・子育て支援・地域情報等））：2,346,000円 

・各種団体（7団体（公民館事業・交通安全対策・民俗芸能・自主防災等）：1,271,000円 

・各行政区（10行政区）：39件 4,934,000円 

  39件の事業内訳 

● 市道整備（簡易舗装）2件 ● 防犯灯の新設 7件、更新 8件 ● ごみ集積所改修 2件 

● 公民館の設備改修 6件 ● 公民館の備品購入 6件 

● その他（観光・自然保護・環境対策等）8件 

明老大学８月例会の予告 

◎ 8 月 10 日（水）10時～ 

◎ 矢沢振興センター大広間 

◎ DVD 鑑賞会（65 分） 

「綾小路きみまろ爆笑！ 

エキサイトライブ第３集」 

◎ 一般の方も大歓迎！ 

第 2 回 自然探訪教室 雨の八幡平を散策 

7月 15日、日本海低気圧の影響で生憎の梅雨空の

中、16名の方が参加して八幡平方面への自然探訪教

室が行われました。「午前中は傘をさしたり、雨具を

身に着けての散策。午後は雨合羽も傘も無しの散策

で良かった。梅雨時期の自然探訪としては良い方か

も。ガスがかかって周囲の展望が出来ないのが残念。

松尾鉱山資料館の見学が良かった。」「雨の日であっ

ても、自然探訪はできる「大丈夫」と判断した福盛

田先生に感服。引き出しの多さ、下見をして実際歩

いている強さ、私たちの体力を考えてのコース案内。

雨の日の探訪は最高に良かった。」と参加者の皆さん

から雨の中の実施にもかかわらず好意的な感想を頂

きました。 

参加者の皆さん、引率者の皆さん、雨の中大変お

疲れさまでした。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期総会の一コマ 

【事務局員のつぶやき】（夏の風物詩？夕立のお話） 

「夏の風物詩」と言えば花火に相場は決まっています。ここでは夏特有の夕立のお話です。 

 夏の夕立は、蒸し暑い日に強い日差しの影響や大気の不安定な状態（上下層の温度差大、湿りの

流入伴う）などによって積乱雲ができ、激しいにわか雨を降らせます。これは夕立雲とも呼ばれ、

10 ㎞四方ぐらいの範囲で激しい雨を降らせます。この場合、雨の降るのは狭い範囲で昔から「夕立

は馬の背を分ける」といわれ、「おめさんの畑は恵みの雨だが、おらほの畑はひでりだな」というこ

とにもなります。また、局地的な雨のため、雨粒に太陽光線が当たって虹ができやすく、８月は虹

が最も多い月でもあります。 ところで、全国で年間を通して雷の発生が一番多い県は石川県の 42.4

日（30年間の平均）で、上位 5位までは日本海側の県で占めています。これは日本海側では冬に発

雷が多いためで（一発雷が多い）、岩手県は 13.6日で 36位となっています。 ちなみに盛岡の月別

雷日数の平均は下表のとおりで 8月が最多で 3.3日となっています。 

 日本での年間落雷被害者数は平均約 20 人、そのうち死亡者数は約 13 人となっており、昔から怖

いものに「地震・雷・火事・親父？」とある通り雷には十分な警戒を怠りなきよう。 

 

 

 

4ｍ以上 

離れる事 

 

 
保護範囲 

 

 

雷雨の成長過程の模式図 

野外で雷を避ける時の安全な場所 

とは、地物の仰角４５度以内、地物 

から４m以上離れた所です。 

こういう場所を 

保護範囲と言います。   

 

成熟期：雷・雨・突風 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年間 

0.0 0.2 0.2 0.9 1.9 1.9 2.0 3.3 1.2 0.8 0.7 0.3 13.6 

 

⚡ 盛岡の月別雷日数 

消防本部からのお知らせ 
 

 

 
 

 

 
 

住宅用火災警報器設置から１０年が経過すれば交換が必要となります。 

 🔴 なぜ住宅に住宅用火災警報器が必要なのでしょうか？ 

・火災の死者のうち、住宅火災による死者数が急増しています。 

・住宅火災による死者の ６割 は逃げ遅れが原因で、時間帯は火災の発生に気づきにくい就寝時間中に

集中しています。 

 

 

 

 

 

 

🔴 あなたとあなたの家族の命と財産を守るために 

・住宅用火災警報器は、火災の煙や熱などを自動的に感知して、火災の発生を警報音や音声で知らせて

くれるもので、いち早く火災の発生を知らせて逃げ遅れを防ぎ、あなたやあなたの家族の命と財産を

守るために大変有効な機器です。 

🔴 設置義務化から１０年が経過しました。 

・住宅用火災警報器は設置義務化されてから 10年以上が経過します。（設置義務：Ｈ23年 6月 1日） 

・古くなるとセンサーの性能が劣化し、火災を感知しなくなることがありますので、設置から 10年を

目安に交換しましょう。 

・「設置年月」を記入すると、 

次回の交換する目安が分かりやすくなります。 

 

   
出展：一般社団法人 日本火災報知機工業会 

 

お問い合わせ：花巻市消防本部予防課 

       ０１９８－２２－６１２３ 

 

雷鳴が聞こえたら要注意。冷たい風が吹き降りてきたら危険。 


